
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CASH RADAR PB システム 

2023/7 月リリース【会計：インボイス制度対応】 
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1、初期設定 

マスタ作成タブ 

会計帳簿タブ 

［基本情報設定］ ①インボイス経過措置区分の設定 P2 

［取引先設定］ 

②適格区分（免税/適格）の設定 

③適格事業者番号の入力 

④全取引先の上書きインポート機能 

P3 

P4 

P5 

［定時取引仕訳設定］ 

［定時取引伝票設定］ 

［Moneytree 取込］ 

⑤取引先、および経過措置区分の設定 P6 

2、仕訳入力 

会計帳簿タブ 

［仕訳日記帳］ 

［会計伝票］ 

［現金出納帳］ 

［銀行帳］ ほか 

①消費税の経過措置区分 

②経過措置区分の自動判定機能（取引先設定） 

③経過措置区分の自動判定機能（基本情報設定） 

④絞り込み検索の新項目 

P7 

P8 

P9 

P10 

［会計伝票］ 

（伝票ジャンプ） 

⑤適格請求書「税率ごとに区分した消費税額等」の 

端数処理確認 
P11 

3、集計 

集計表タブ 
［消費税集計表］ 

①経過措置区分の集計行追加 

②その他集計項目の改善 

P14 

P15 

4、チェック 

会計監査タブ 
［データ監査］ 

①インボイス関連の監査項目 

②［F6 項目追加］の条件新設 

P16 

P17 

運用のご注意 
①画面サイズの横幅調整 

②仕訳日記帳ＣＳＶファイルのレイアウト変更 

P18 

P21 

 

 

［会計］ インボイス制度対応  

対応内容 

CASH RADAR PB システムのインボイス対応 

■ 作業効率を下げない 

■ ミスを防ぐ 

■ 簡単にチェックができる 

CASH RADAR PB システムでは、現場が抱える不安を解消

するための３つのポイントを重視してインボイス制度

への対応を進めてまいります。 
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① 
基準期間の課税売上高が 

1 億円以下に該当する 

中小事業者向けの負担軽減措置を適用する場合にチェックを入れます。 

この設定により、仕訳入力において金額が 10,000 円未満の場合に、免税の

取引先においても「経過措置区分＝100」が自動的に適用されます。 

② 
経過措置区分（80・50・0％）

を初期値とする 

免税業者との取引が多い場合にチェックを入れます。 

この設定により、仕訳入力において「経過措置区分＝80」が初期表示される

ようになります。 

（チェック無しの場合は「経過措置区分＝100」が初期表示） 

 

 

 

 

 

 

 

① 基本情報設定［インボイス経過措置区分の設定］ 

［会計］ インボイス制度対応  

1. 初期設定（マスタ作成タブ） 

［消費税関連］タブに新項目「インボイス経過措置区分」が

追加されます。 

システム初期値は①②とも“空欄”です。 

また、①にチェックを入れた場合、②にチェックを入れるこ

とはできません。 ① 

② 
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① 免税（適格区分） 取引先が免税事業者の場合にチェックします。 

② 適格（適格区分） 取引先が適格事業者の場合にチェックします。 

③ 適格事業者番号 
F6 番号入力キーから入力された適格事業者番号が表示されます。 

直接入力および修正はできません。 

④ F6 番号入力 
適格事業者番号の入力画面が起動します。 

カーソルが適格事業者の行にある場合に有効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 取引先設定［適格区分（免税/適格）の設定］ 

［会計］ インボイス制度対応  

1. 初期設定（マスタ作成タブ） 

② ① ③ 

④ 

仕訳入力への反映 

 

② ① ③ 

適格区分（免税 or 適格）、並びに適格事業者番号欄が追

加されます。 

いずれも必須項目ではありません。 

④ 

取引先設定で適格区分を設定しておくことにより、消費税経過措置の適用可否の自動チェックが行われるように

なります。なお、摘要名の先頭に［適］［免］の文字列が表示されるようになります。 
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(1) 

 

適格区分「適格」にチェ

ックが入っている取引

先の行にカーソルがあ

る状態で［F6 番号入

力］をクリックします。 

(2)  取引先の適格事業者

番号（先頭文字「T」は

入 力 不 要 ） を 入 力 し

［F2OK］をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［F6 検証］機能について 

 

③ 取引先設定［適格事業者番号の入力］ 

［会計］ インボイス制度対応  

1. 初期設定（マスタ作成タブ） 

入力した文字列が国税庁［公表サイト］におい

て登録番号として存在しているかの検証となり

ます。 

PBS 上の取引先名と当該事業者の公表番号が一

致しているかの検証ではありませんので注意し

てください。 

番号がサイトに存在しない場合は「入力した番号は、公表サイトに存在しませんでした」と表示されます。ただし、その場合においても

［F2OK］で番号の登録自体は可能です。 
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 追加インポート 既存の取引先の最下行に CSV データが追加されます。 

 上書きインポート 
既存の取引先が全て削除され、CSV データと置き換わります。 

コードは CSV 内の並び順に基づき「0001」から付番されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 取引先設定［全取引先の上書きインポート機能］ 

［会計］ インボイス制度対応  

1. 初期設定（マスタ作成タブ） 

上書きインポート活用ケース 

“インボイス対応に合わせて取引先を整理、リフレッシュしたい” 

 ① 既存の取引先を CSV ファイルへ［エクスポート］ 

  ② エクスポートした CSV ファイルにて各種調整 

   ・不要な取引先を削除 ・適格区分や番号を入力 ・名称を正式名称へ修正...など 

   ■CSV における適格区分は、免税「1」/適格「2」/未設定「空欄」となります。 

■CSV における適格事業者番号においては、先頭の「T」が必要です。 

③ 調整した CSV ファイルを【上書きインポート】 
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マスタ作成タブ 定時取引仕訳設定  定時取引伝票設定 

会計帳簿タブ Moneytree 取込（変換ルール設定） 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 定時取引設定・Moneytree 取込［取引先、および経過措置区分の確認・調整］ 

［会計］ インボイス制度対応  

1. 初期設定（マスタ作成タブ、会計帳簿タブ） 

上記 3 メニューに登録済みのマスタ（ルール）には、［取引先設定］で設定された適格区分（適格/

免税）、およびその区分に応じた経過措置区分（100/80）は自動反映されません。 

各メニューにおいて、取引先の再設定（再選択）を実行して下さい。 

取引先設定 

定時取引仕訳設定ほか 

名称や適格区分を整備 

変更内容は自動反映しないため注意 

取引先欄で変更

後の取引先を選

択し、内容を反

映させる。 

＜ご注意＞各マスタでは、中小事業者向けの負担軽減措置は考慮されません。 

負担軽減措置を適用しており、かつ免税の取引先で金額 10,000 円未満の取引がある場合は、 

経過措置区分を 80 から［100］へ手動で変更して下さい。 



- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 仕訳日記帳ほか［消費税の経過措置区分］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

経過措置区分が表示・選択できる仕訳 

 

 

 

 

（前提）基本情報設定において［消費税計算＝する］と設定されている会社データ 

■仕訳日付が［2023/10/01］以降である 

・2023/09/30 以前の仕訳では表示されません 

■仮払消費税が発生する消費税区分を使用している 

・400 課仕入、410 軽仕入(軽減税率)、420 返仕入(仕入返還)など 

■税額表示「内税」を選択している 

・外税を選択している場合は表示されません。 

消費税欄に「経過措置区分」が追加されます。 

マスタ作成［基本情報設定］［取引先設定］の内容をもとに自動判定が

行われます。（手動選択も可能） 
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取引先設定 ☑適格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先設定 ☑免税 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 仕訳日記帳ほか［経過措置区分の自動判定機能（取引先設定）］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

選択した取引先の適格区分「適格/免税」に基づき経過措置区分の判定が行われ、仕訳入力における

経過措置区分が異なっている場合は自動変更が行われます。 

100 から［80］へ 

変更 

80 から［100］へ 

変更 
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基本情報設定［消費税関連］基準期間の課税売上高が 1億円以下に該当する 

 

仕訳入力において仕訳金額が 10,000 円未満である場合

は、取引先の適格区分（適格/免税）によることなく［経過

措置区分＝100］が適用されます。 

（中小事業者向けの負担軽減措置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本情報設定［消費税関連］経過措置区分（80・50・0）を初期値とする 

 

仕訳入力における経過措置区分の初期表示が［80］＝経

過措置適用になります。 

（免税業者との取引が多い企業。［80］は 2026/9/30 まで） 

チェックを入れない場合は［100］が初期値となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 仕訳日記帳ほか［経過措置区分の自動判定機能（基本情報設定）］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

入力された仕訳金額で 

区分を自動判定・変更 

課税仕入にかかる摘要、あるいは勘定科目を選択した時点で［80］が初期表示 
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① 経過措置 
経過措置区分「100」「80」のいずれかで絞り込む場合に選択します。 

設定した日付に 2023/10/01 以降が含まれていない場合は選択できません。 

② 摘要未入力 摘要欄が未入力（空欄）の仕訳を絞り込む場合にチェックを入れます。 

③ 取引先未入力 取引先欄が未入力（空欄）の仕訳を絞り込む場合にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 仕訳日記帳ほか［絞り込み検索の新項目］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

① 

② 

③ 

［対象メニュー］ 

仕訳日記帳、会計伝票、総勘定元帳・補助元帳 

絞り込み項目“○○未入力”について 

 

 

 

  

■［摘要＝空欄］［摘要未入力＝チェック無し］ 

絞り込み条件に摘要は含まれない。 

摘要欄が入力/未入力（空欄）のどちらであっても検索対象になります。 

 

 

■［摘要未入力＝チェックあり］（この場合［摘要］は選択不可） 

摘要欄が未入力（空欄）で登録されている仕訳が検索対象となります。 
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① 
消費税金額の確認・計算を

行う 

日付が 2023/10/01 以降の新規伝票で表示され、チェックを入れることによ

り、各確認項目および［確認実行］ボタンが有効になります。 

［F2 登録］済みの伝票では設定欄が表示されなくなりますので実行できま

せん。 

② 証憑種別 
■受取…仮払消費税が発生する取引で選択します（支払請求書）。 

■発行…仮受消費税が発生する取引で選択します（自己発行請求書）。 

③ 税額表示 外税、内税のいずれかを選択します。 

④ 消費税額（8%/10%） 適格請求書に記載された消費税区分ごとの消費税額を入力します。 

⑤ ［確認実行］ボタン 
適格請求書の消費税額と仕訳入力で計上された消費税額との比較を実行し

ます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 会計伝票［適格請求書“税率ごとに区分した消費税額等”の端数処理確認］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

① 
② 
③ 

④ 
⑤ 
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請求書 

株式会社エルモード 御中           2023 年 10 月 3 日  

株式会社 NAKANO フルーツ  

適格事業者番号 T9876543210000  

請求金額（税込）３４，７２４円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 会計伝票［適格請求書“税率ごとに区分した消費税額等”の端数処理確認］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

運用ケース 

 

 

 

 

 

 

※は軽減税率適用 

品名 税抜金額 消費税額 

フルーツ ※ Ａ13,861  

冷菓子  ※ Ｂ13,199  

ラッピング 5,000  

8%対象計 27,060 Ｃ 2,164 

10%対象計 5,000 500 

 

 

 

 

 Ａ 

Ｂ 

適格請求書の税額計[Ｃ]は、税抜

金額［Ａ＋Ｂ］に税率を乗じて端数

処理をした額としなければならな

い。 

伝票入力で個別に取引入力、端数処理を行うと、税額

計に差異が生じる場合がある。 

■適格請求書 

（Ａ13861＋Ｂ13199）×8%     →Ｃ＝\2,164 

■PB システム会計伝票 

（Ａ13861×8%）＋（Ｂ13199×8%）→Ｃ＝\2,163 

消費税額を確認・調整 
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⑤ 会計伝票［適格請求書“税率ごとに区分した消費税額等”の端数処理確認］ 

［会計］ インボイス制度対応  

2. 仕訳入力（会計帳簿タブ） 

［確認実行］ボタンの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケース① Ｙ－Ｚ＝「0」 

Ｚ 

Ｙ 

［Ｙ］適格請求書に記載された区分税額計   ［Ｚ］ＰＢＳ伝票入力で算出された税額計 

ケース② Ｙ－Ｚ＝「1」 

ケース③ ※①、②以外 

【適格請求書の税額が 1 円多い】 

伝票の先頭仕訳の消費税額に 1 円プラスされます。内税の場合は入力金額の見直しを行って下さい。 

【適格請求書の税額が少ない（あるいは 2 円以上多い）】 

プラスマイナスの調整は行われません。入力金額の見直しを行って下さい。 
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① 消費税集計表［経過措置区分の集計行追加］ 

［会計］ インボイス制度対応  

3. 集計（集計表タブ） 

消費税区分集計表タブ、科目別消費税区分集計表タブ（科目別明

細画面）経過措置区分の集計行が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

なお「内 全額控除対象分」には、経過措置区分＝100 の取引のほ

か、インボイス開始前の取引、および外税の取引も集計されます。 

●                       経過措置区分 100 

●                       経過措置区分 80 
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② 消費税集計表［その他集計項目の改善］ 

［会計］ インボイス制度対応  

3. 集計（集計表タブ） 

主な改善項目（消費税区分集計表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

売上項目 

【課税売上額】① 

 100 課税売上、101～106 簡易課税など 

【免税売上額】② 

 120 輸出売上・課税品など 

【非課税売上額】③ 

 300 非課税売上、320 有価証券の譲渡など 

（320 は「5％相当額」を非課税売上計に加算） 

仕入項目 

【課税仕入】④ 

400 課税仕入・課税対応など 

インボイス経過措置区分の内訳も集計 

【課税貨物仕入】⑤ 

440 輸入課税仕入・課税対応など 

【非課税仕入】⑥ 

 700 非課税仕入・同返還 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

消費税区分を詳細に分類し、各種合計（小計）が集計されるようになります。 
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No15 
課税仕入の取引にもかかわらず取引先に何も入力されていないデータはあるか 

取引先が空欄（未入力）の課税仕入仕訳 

No16 

No17 

免税事業者との取引であるが、仕入税額控除が全額行われているデータはあるか 

適格事業者との取引であるが、仕入税額控除の経過措置が適用されているデータはあるか 

取引先の「適格区分」と消費税の「経過措置区分」が整合していない仕訳 

※例：適格区分＝適格/経過措置区分＝８０ 

No18 
課税仕入の取引のうち、取引先に適格区部の設定がないデータはあるか 

取引先設定で適格区分をチェックしていない取引先が選択されている課税仕入仕訳 

No19 
課税仕入の取引のうち、取引先マスタにないものが入力されているデータはあるか 

取引先を直接入力している課税仕入仕訳 

No20 

中小事業者の事務負担の軽減措置が適用されていないデータはあるか 

基本情報設定で［基準期間の課税売上高が1億円以下に該当する］が選択されている会社において、

金額が 10,000 円未満にもかかわらず経過措置区分「80」が選択されている課税仕入 

 

 

① データ監査［インボイス関連の監査項目］ 

［会計］ インボイス制度対応  

4. チェック（会計監査タブ） 

新しい監査項目［消費税確認］、並びに新しい監査内容 No15～20 が新

設されます。 

（No13,14 は監査項目［仕訳ミス確認］に属していた既存の監査内容） 
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① 経過措置 
経過措置区分でチェックする場合に選択します。 

2023/10/01 が含まれない事業年度では選択できません。 

② 摘要未入力 摘要欄が未入力（空欄）の仕訳を場合にチェックを入れます。 

③ 取引先未入力 取引先欄が未入力（空欄）の仕訳を絞り込む場合にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② データ監査［F6 項目追加の条件新設］ 

［会計］ インボイス制度対応  

4. チェック（会計監査タブ） 

② 
③ 

① 
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仕訳日記帳（摘要方式）では、画面右端の［金額］と［証 No］欄が見切れてしまう。 

マウス操作で横幅を拡げるなどの対応が必要。 

画面サイズの縦横比をシステム初期値としている場合、インボイス制度対応プログラムを取得後、

会計帳簿の各メニューにおいて右端が見切れて画面に表示されない状態となります。 

① 画面サイズの横幅調整 

［会計］ インボイス制度対応  

インボイス対応 運用のご注意 

インボイス対応メンテナンス取得後に必要な作業（A,B,C いずれか） 

Ａ 個人設定［画面サイズ］メニューで、【画面倍率】と【リサイズ設定】を調整する 

Ｂ 個人設定［画面サイズ］メニューで、【モニター最大化】と設定する 

Ｃ 起動後にマウス操作で画面の横幅を拡げる 

※「A」「B」の手順は次頁（P17,18）に掲載しております。 

※「C」は起動の都度行っていただく必要があります。 

※ 会計帳簿を操作しないユーザーで実行不要です。 
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(1) 

 

画面上部メニューバー

から［個人設定］-［画面

サイズ］の順にクリック

します。 

 

どのメニュー画面からで

も選択できます。 

(2) 

 

【画面サイズ設定】で画

面倍率を 110%以上にし

ます。 

 

【画面要素リサイズ設

定】で会計帳簿の各メ

ニュー（および決算仕

訳）のチェックを外しま

す。 

 

(3) 

 

［F2OK］をクリック後、

CASH RADAR PB シス

テムを再起動します。 

 

以降、設定した画面サ

イズが初期値となりま

す。 

 

① 画面サイズの横幅調整 

［会計］ インボイス制度対応  

インボイス対応 運用のご注意 
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① 画面サイズの横幅調整 

［会計］ インボイス制度対応  

インボイス対応 運用のご注意 

画面サイズ設定（詳細説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

① 

①【画面倍率】 

画面サイズは拡大しますが縦横比は変わらないため、会計帳簿画面の見切れが発生します。 

倍率変更に併せて画面要素リサイズ設定（③）も行う必要があります。 

②【モニター最大化】 

モニターサイズに応じて縦横比も変わります。ワイド型モニターであれば見切れは生じなくなります。 

③【画面要素リサイズ（ＯＮ/ＯＦＦ）設定】 

チェックを外したメニューでは、表サイズや文字サイズが初期値（100％）のままとなります。 

画面倍率（①）を拡大したうえで、会計帳簿のチェックを外すことにより見切れが生じなくなります。 

② 

CASH RADAR PB システムの画面サイ 

ズを「ワイド化（16：9）」するメン 

テナンスを本年 10 月に実施する予定 

です。 

「ワイド化」対応後は、システム初期 

値でもメニュー全体が画面に収まる動 

作となります。 



- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

列 U 借方_経過措置区分 ■区分「0」＝区分名「100」    ※ 全額控除 

■区分「1」＝区分名「80」    ※ 経過措置８０％適用 

■区分（空欄）＝区分名（空欄） ※ 仮払消費税未発生 

（2026/10/1 以降に「区分＝2」の追加を想定） 

列 V 借方_経過措置区分名 

列 AK 貸方_経過措置区分 

列 AL 貸方_経過措置区分名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 仕訳日記帳 CSV ファイルのレイアウト変更 

［会計］ インボイス制度対応  

インボイス対応 運用のご注意 

経過措置区分欄の新設により、仕訳日記帳の CSV ファイルのレイアウトが変更されます。 

仕訳の「インポート」を行う場合、インボイス対応メンテナンス実施後は新しいレイアウトの CSV フ

ァイルを使用して下さい。 

MicrosoftExcel で展開した CSV 

「列 U」以降に 4列追加されたことにより、従前の CSV における列 U以降の項目が繰り下がりますの

でご注意ください。 

定時取引仕訳設定、定時取引伝票設定も同様にレイアウトが変更されますので、インポートを行う際は

ご注意ください。 

 

＜CSV ファイルが変更されるメニュー＞ ◆はインポート機能あり 

仕訳日記帳 ◆ 

総勘定元帳・補助元帳 

消費税集計表 

定時取引仕訳設定 ◆ 

定時取引伝票設定 ◆ 

取引先設定（2022/11 月変更済み） ◆  
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CASH RADAR PB システム 
2023/7 月リリース【会計：インボイス制度対応】 
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